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                   審   査   の   要   旨 
 
 著者は、従来の三者間相互作用系（三者系）に見られるような、寄生性昆虫が寄主加害植物に誘
引されるという現象からさらに踏み込んで、寄生された寄生蜂幼虫に対する植物成分の影響という
寄主体内における三者系の解析を行った。コマユバチに寄生された寄主幼虫に対して、餌となる植
物種を変えて飼育すると寄生蜂が羽化してくる割合（寄生成功率）が異なる現象が見出された。こ
の要因を調べるため２次成分の一種であるグルコシノレートの直接的な影響を検証したが、寄主体
液中には検出できなかった。もう一つの可能性である寄主の免疫系への影響について検証したとこ
ろ、免疫系の尺度の一つである包囲化活性に植物種間で差があることが見出された。著者は、これ
らの結果を総合して、植物２次成分の寄生蜂幼虫に対する直接的な影響よりも間接的な影響、すな
わち免疫系を介して影響を与える可能性が大きいことを示した。今後、害虫管理を行うに当たって、
生物的防除の一環として寄生性天敵を用いる場合には、植物と寄主昆虫と寄生性昆虫の三者間の関
係を解析して、寄生率を高める工夫が必要であることを示唆した研究として高く評価できる。 
 
 平成30年1月16日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
